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題
字
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由
岐
中
学
校
３
年　
魚
川　
留
夢
さ
ん

議
会
だ
よ
り
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日和佐城3,300万円で改修へ

旧由岐病院を地歴調査

平
成
30
年
6
月
の
台
風
で

破
損
し
た
屋
根
瓦
の
修
繕

土
壌
汚
染
調
査
に

２
５
０
万
円
を
可
決

質
　
疑　

松
本
議
員

　
工
事
請
負
費
３
３
３
０
万
円
の

内
訳
は
。

答
　
弁　
島
村
産
業
振
興
課
長

　

屋
根
瓦
の
破
損
部
分
の
修
繕
が

主
な
も
の
。

質
　
疑　

丸
龍
議
員

　
今
後
、
城
の
維
持
管
理
は
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

答
　
弁　
島
村
産
業
振
興
課
長

　

城
の
完
成
か
ら
41
年
余
経
過
、

老
朽
化
し
て
い
る
。
来
年
耐
震
診

断
を
行
い
、活
用
方
法
を
考
え
た
い
。

質
　
疑　

川
尻
議
員

　
今
後
の
運
営
方
法
は
。

答
　
弁　

影
治
町
長

　

現
在
は
町
が
管
理
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
屋
根
の
改
修
を
行
い
、

耐
震
性
を
確
認
の
上
、
後
の
利
用

を
考
え
た
い
。

質
　
疑　

北
山
議
員

　
旧
由
岐
病
院
の
解
体
に

は
2
億
円
前
後
か
か
る
と

聞
く
。
当
初
予
算
で
提
案

し
、
審
議
が
見
え
る
よ
う

に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

地
歴
調
査
の
内
容
と
財
源

は
。

答
　
弁　

浜
総
務
課
長

　

過
去
の
土
地
利
用
を
古

地
図
や
登
記
簿
で
調
査
。

薬
品
の
使
用
履
歴
、
処
理

方
法
、
排
水
経
路
で
土
壌

汚
染
等
を
調
査
。
旧
病
院

を
解
体
す
る
。

答
　
弁　

影
治
町
長

　

地
歴
調
査
に
は
補
助
が

無
い
の
で
一
般
財
源
で
。

解
体
工
事
は
補
助
金
の
め

ど
が
無
い
の
で
起
債
（
借

金
）
を
充
て
る
。
跡
地
を

駐
車
場
に
す
る
。

質
　
疑　

山
本
議
員

　
今
回
、
設
計
も
含
め
る
と
４
０

０
０
万
円
近
く
か
か
る
、
こ
の
内

訳
は
。

答
　
弁　
島
村
産
業
振
興
課
長

　

工
事
費
と
し
て
２
０
０
０
万
円
、

一
般
管
理
費
等
７
２
０
万
円
、
そ

の
他
で
計
３
０
０
０
万
円
余
り
。飛散した屋根瓦

調査後、解体へ

一
般
会
計
補
正
予
算
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（
令
和
元
年
11
月
11
日
開
催
）

第
１
回
臨
時
会
の
概
要

議
案
審
議
の
内
容

◆
報
告
第
10
号　
汚
染
土

壌
置
換
工
事
の
変
更
契
約

　

旧
日
和
佐
診
療
所
跡
地
の
汚

染
土
壌
置
換
工
事
、
撤
去
土
壌

量
の
増
等
か
ら
１
４
３
万
円
増

額質
　
疑　

北
山
議
員

　

９
月
11
日
専
決
だ
が
、
翌
日

に
９
月
議
会
が
開
会
さ
れ
た
。

何
故
11
月
臨
時
会
で
の
報
告
な

の
か
。

答
　
弁　
岸
本
政
策
推
進
課
長

　

事
務
処
理
の
都
合
で
９
月
議

会
に
提
案
で
き
ず
、
直
近
の
議

会
報
告
と
な
っ
た
。

質
　
疑　

寺
下
議
員

　

去
年
の
議
決
で
工
事
し
て
い

る
。
９
月
ま
で
変
更
の
協
議
は

な
か
っ
た
の
か
。

答
　
弁　

岸
本
政
策
推
進
課
長

　

掘
る
工
事
の
遅
れ
や
他
工
事

の
兼
ね
合
い
で
遅
延
と
な
っ
た
。

早
く
完
了
さ
せ
た
い
。

質
　
疑　

中
川
議
員

　

矢
板
の
工
事
費
は
契
約
書
の

条
件
で
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。

　

発
が
ん
性
の
あ
る
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
な
ど
の
汚
染
物
質
は

調
べ
た
か
。

答
　
弁　

岸
本
政
策
推
進
課
長

　

矢
板
関
係
は
契
約
時
説
明
し
、

１
４
０
万
円
の
増
額
。
増
額
の

１
番
の
要
因
は
汚
染
土
壌
が
想

定
量
を
上
回
っ
た
か
ら
。

　

汚
染
防
止
法
に
基
づ
く
調
査

を
し
て
工
事
し
た
。
以
後
調
査

し
て
い
な
い
。

報
告
１
件
と
契
約
議
案
１
件
を
審
議
し
た
。

質
　
疑　

宮
原
議
員

　

契
約
額
と
変
更
額
の
比
率
で

業
者
の
負
担
と
す
る
基
準
は
な

い
の
か
。
ル
ー
ル
化
を
検
討
す

べ
き
。

答
　
弁　

岸
本
政
策
推
進
課
長

　

基
準
は
分
か
ら
な
い
。
業

者
に
責
任
が
な
け
れ
ば
増
額

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

◆
議
案
第
59
号　
日
和
佐

浦
西
線
排
水
路
改
修
工
事

（
第
４
分
割
）
請
負
契
約

　

指
名
競
争
入
札
、
５
，
６

６
５
万
円
。
排
水
路
の
耐
震

改
修
工
事
。（
株
）
亀
谷
建
設

落
札
。

質
　
疑　

戎
野
議
員

　

豪
雨
時
に
浸
水
の
心
配
は
。

完
成
は
い
つ
か
。

答
　
弁　

鶴
木
建
設
課
長

　

水
路
断
面
が
広
く
、
計
画

流
水
量
を
満
た
し
て
い
る
。
全

線
開
通
は
令
和
３
年
度
の
予

定
。

質
　
疑　

中
川
議
員

　

契
約
変
更
が
多
い
が
、
予
測

で
き
る
こ
と
は
契
約
内
容
に
入

っ
て
い
る
か
。

オープンシールド工法の説明図

答
　
弁　

鶴
木
建
設
課
長

　

現
時
点
で
想
定
で
き
る
内
容

を
踏
ま
え
積
算
し
契
約
し
て
い

る
。
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影
治
町
長
よ
り
９
月
定
例
会
以
降
の
「
諸
般
の
報
告
」

が
あ
っ
た
。
議
案
は
、
条
例
６
件
、
補
正
３
件
、
指
定
管

理
１
件
の
計
10
議
案
の
提
案
理
由
が
説
明
さ
れ
た
。（
審

議
の
都
合
で
、
議
案
が
前
後
し
た
。）

12
月
定
例
会
の
概
要

（
令
和
元
年
12
月
３
日
か
ら
11
日
ま
で
９
日
間
開
催
）

◆
議
案
第
67
号　
一
般
会

計
補
正
予
算

　
１
億
８
千
万
円
の
追
加
。

質
　
疑　

北
山
議
員

　
日
和
佐
小
学
校
の
補
償
金
の

内
容
は
。

答
　
弁　

寺
内
教
育
長

　

日
和
佐
小
学
校
解
体
、
建

築
工
事
に
伴
う
被
害
補
償

６
万
５
０
０
０
円
で
協
議
が

整
っ
た
。

質
　
疑　

松
本
議
員

　
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
の

内
容
は
。

答
　
弁　

近
藤
消
防
防
災
課
長

　

病
気
や
ケ
ガ
に
対
し
て
受
診

す
べ
き
か
ど
う
か
、
医
師
や
看

護
師
が
電
話
で
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

制
度
で
、
12
月
か
ら
始
ま
っ
た
。

質
　
疑　

寺
下
議
員

　
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
の
電
話

番
号
（
＃
７
１
１
９
）
は
周
知

し
て
い
る
か
。

答
　
弁　

近
藤
消
防
防
災
課
長

　

役
場
窓
口
に
チ
ラ
シ
を
置
い

て
い
る
が
、
広
報
紙
等
で
周
知

す
る
。

質
　
疑　

戎
野
議
員

　
寺
込
川
の
設
計
委
託
料

１
２
０
０
万
円
の
理
由
は
。

答
　
弁　

鶴
木
建
設
課
長

　

川
の
護
岸
が
傷
ん
で
い
る
の
で

９
月
に
概
略
検
討
費
用
８
０
０
万

円
を
計
上
し
た
が
、今
回
、修
繕
工

事
の
詳
細
設
計
費
用
１
２
０
０
万

円
を
計
上
し
た
。

質
　
疑　

中
川
議
員

　
10
月
に
南
部
バ
ス
伊
座
利
由

岐
線
が
廃
止
さ
れ
た
の
に
、
地

域
バ
ス
路
線
運
行
費
補
助
金
を

１
０
０
０
万
円
も
出
す
の
か
。

　
高
台
整
備
費
の
１
５
０
０
万

円
は
、
９
月
に
承
認
し
た
土
地

と
は
別
の
土
地
か
。

答
　
弁　

浜
総
務
課
長

　

バ
ス
会
社
の
会
計
年
度
は
10

月
に
始
ま
り
９
月
に
終
わ
る
の

で
、
前
年
度
の
補
助
金
を
出
し

た
。
南
部
バ
ス
日
和
佐
川
口
線

は
、
収
益
２
４
５
万
円
、
費
用

８
３
８
万
円
で
、
損
失
の
う
ち

５
６
８
万
円
を
美
波
町
か
ら
補

助
す
る
。
阿
南
バ
ス
は
、
収
益

２
４
０
万
円
、
費
用
７
４
８
万

円
で
、
損
失
の
う
ち
美
波
町
か

ら
補
助
金
は
４
６
９
万
円
出

す
。

答
　
弁　

鶴
木
建
設
課
長

　

公
有
財
産
購
入
費
１
５
０
０
万

円
は
現
在
用
地
交
渉
中
。ま
た
、

倉
庫
や
人
工
林
の
移
転
補
償
も

す
る
。

質
　
疑　

宮
原
議
員

　
高
台
整
備
費
の
立
木
の
移
転

補
償
費
と
い
う
の
は
、
買
い
取

り
の
こ
と
か
。

答
　
弁　

鶴
木
建
設
課
長

　

買
取
も
移
転
も
移
転
補
償
費

と
表
記
し
て
い
る
。

●
討　
論

反　
対　
北
山
議
員

　

旧
由
岐
病
院
跡
地
の
地
歴
調

査
は
、
当
初
予
算
で
充
分
審
議

し
て
進
め
る
べ
き
だ
。

賛　
成　
山
本
議
員

　

解
体
工
事
の
事
前
調
査
で
あ

り
、
妥
当
で
あ
る
。

採
決
結
果

可
決
（
賛
成
９
：
反
対
２
）

◆
議
案
第
69
号　
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算

質
　
疑　

山
本
議
員

　
救
急
告
示
病
院
普
通
交
付
税

分
と
は
ど
ん
な
基
準
で
入
る
の

か
。
増
減
は
あ
る
か
。

答
　
弁　

橋
本
病
院
事
務
長

　

算
定
基
準
は
、
１
病
院
当
た

り
１
６
９
万
７
０
０
０
円
×
救

急
病
床
数（
３
）＋
３
２
９
０
万

円
＝
３
７
９
９
万
１
０
０
０
円

と
な
り
、
昨
年
と
同
じ
。

質
　
疑　

中
川
議
員

　
委
託
料
７
２
６
万
円
の
内
容

は
。

答
　
弁　

橋
本
病
院
事
務
長

　

４
月
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

を
10
床
開
設
し
た
が
、
そ
の
算

定
基
準
で
デ
ー
タ
提
出
加
算
と

い
う
の
が
あ
る
。

　

デ
ー
タ
提
出
に
は
専
門
性
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ニ
チ

イ
学
館
へ
の
委
託
料
と
消
費
税

増
。
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◆
議
案
第
62
号　
美
波
町

部
落
差
別
撤
廃
及
び
人
権

擁
護
に
関
す
る
条
例
の
全

部
改
正

質
　
疑　

中
川
議
員

　
全
部
改
正
が
部
落
差
別
を
中

心
に
書
か
れ
て
い
る
理
由
は
。

い
ま
だ
に
部
落
差
別
が
厳
し
く

残
っ
て
い
る
認
識
で
審
議
会
は

進
め
ら
れ
た
の
か
。
女
性
差
別

や
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
い

じ
め
等
す
べ
て
の
差
別
を
含
め

て
の
取
り
組
み
か
。

答
　
弁　

南
住
民
生
活
課
長

　

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
理
念
に
則
っ
て

改
正
し
た
。
部
落
差
別
の
解
消

に
よ
っ
て
全
て
の
差
別
を
な
く

す
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

質
　
疑　

宮
原
議
員

　
町
の
条
例
を
差
別
の
解
消
に

向
け
て
全
面
改
正
を
す
る
の
は

何
の
た
め
か
。
具
体
的
な
計
画

は
。

答
　
弁　

南
住
民
生
活
課
長

　

人
権
教
育
の
啓
発
と
推
進
を

図
る
た
め
、
具
体
的
に
は
相
談

体
制
を
充
実
し
た
い
。

◆
議
案
第
63
号　
美
波
町

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
水
道
事
業
の
統
合
で
由
岐
・

赤
松
の
簡
易
水
道
条
例
か
ら
水

道
事
業
条
例
に
移
行
。
簡
易
水

道
条
例
に
残
る
阿
部
・
伊
座
利

を
統
合
し
「
美
波
町
簡
易
水
道

条
例
」
に
な
る
。

　
条
例
改
正
の
目
的
は
事
業
認

可
を
受
け
る
こ
と
で
、
認
可
を

受
け
る
と
新
た
な
事
業
体
に
で

き
る
。
そ
の
結
果
の
利
点
は
統

合
し
て
財
政
基
盤
の
強
化
が
で

き
る
。

●
討　
論

反　
対　
中
川
議
員

　

基
本
料
金
や
超
過
料
金
で
刻

み
方
が
違
う
の
で
条
文
中
に

「
当
分
の
間
の
…
」
の
文
言
を

入
れ
る
べ
き
と
思
う
。

賛　
成　
松
本
議
員

　

い
ろ
ん
な
料
金
が
重
な
っ
た

金
額
で
当
然
の
結
果
と
思
う
。

反　
対　
北
山
議
員

　

財
政
基
盤
を
強
化
と
い
う
点

で
料
金
体
制
は
一
つ
に
す
べ
き

と
思
う
。

賛　
成　
宮
原
議
員

　

水
道
料
金
運
営
審
議
会
で
十

分
議
論
し
て
も
ら
っ
た
ら
よ
い
。

採
決
結
果

可
決
（
賛
成
８
：
反
対
３
）

◆
議
案
第
66
号　
美
波
町

体
験
活
動
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

　
旧
サ
ン
ラ
イ
ン
モ
ビ
レ
ー
ジ

に
あ
る
体
験
活
動
施
設
を
「
あ

わ
さ
ん
さ
ん
」に
指
定
管
理（
令

和
２
年
４
月
１
日
よ
り
5
年

間
、
継
続
）

質
　
疑　

岩
瀬
議
員

　
経
営
内
容
と
補
助
金
の
状
況

は
。

答
　
弁　

岸
本
政
策
推
進
課
長

　

毎
年
の
報
告
で
は
少
額
で
も

健
全
運
営
を
し
て
い
る
。

　

修
繕
費
は
10
万
円
超
え
た
分

を
町
が
補
助
し
て
い
る
。

入院

退院

病状
安定

地域包括
ケア病床

自宅退院
施設入所治療 不安

地域包括ケア病床のイメージ

【水道事業再編】 令和２年４月１日実施

美波町水道事業会計
日和佐地区　由岐地区　赤松地区

美波町水道事業会計
日和佐地区

伊座利地区　阿部地区
美波町簡易水道事業特別会計由岐地区　赤松地区

伊座利地区　阿部地区

美波町簡易水道事業特別会計 再編
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「
課
税
ミ
ス
」
の
緊
急
質
問
で
き
ず

家
族
従
業
者
の
給
与
を
必
要
経
費
に

低
空
飛
行
の
中
止
を
求
め
る

●
北
山
議
員

　
「
議
会
は
執
行
機
関
を
監
視

す
る
役
割
と
し
て
質
問
権
が
あ

る
」
と
議
長
は
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
て
い
る
。「
議
員
必
携
」

で
も
「
議
員
固
有
の
質
問
権
が

与
え
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。

緊
急
質
問
を
し
た
い
。

●
向
山
議
長

　

質
問
が
緊
急
で
あ
る
か
は
議

長
に
権
限
が
あ
り
、
議
会
承
認

を
必
要
と
認
識
す
る
。

●
北
山
議
員

　

質
問
権
に
は
一
般
質
問
と
緊

急
質
問
が
あ
る
。「
課
税
ミ
ス
」

は
12
月
９
日
に
全
員
協
議
会
で

説
明
を
受
け
た
。
通
告
期
限
後

の
た
め
一
般
質
問
出
来
な
か
っ

た
。
結
果
、
緊
急
質
問
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
議
長
は
議
員
の
権

利
を
保
障
す
る
役
割
を
認
識
の

上
運
営
さ
れ
た
い
。

●
向
山
議
長

　

町
も
そ
の
対
処
は
十
分
対
応

を
考
え
て
い
る
と
認
識
し
て
お

る
。
緊
急
質
問
に
は
当
た
ら
な

い
と
認
識
す
る
の
で
会
議
に
諮

り
た
い
。

●
北
山
議
員

　

議
長
は
緊
急
質
問
に
は
当
た

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
議
会

に
も
諮
ら
ず
に
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ

ト
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

●
向
山
議
長

　

緊
急
を
要
し
な
い
と
認
め
る

の
で
質
問
は
却
下
す
る
。

●
北
山
議
員

　

議
員
の
質
問
権
を
議
長
か
ら

侵
害
さ
れ
た
と
感
じ
る
。

「
課
税
ミ
ス
」

　

地
方
税
法
第
３
４
８
条
の
中

小
企
業
等
協
同
組
合
で
非
課
税

の
固
定
資
産
税
を
町
内
法
人

か
ら
誤
徴
収
を
45
年
間
行
っ

た
。
町
は
、
10
年
間
の
徴
収

分
と
還
付
加
算
金
合
わ
せ
て

１
９
４
万
９
０
０
円
を
返
還
し

た
。
10
年
か
ら
20
年
ま
で
の
分

に
は
領
収
書
が
あ
れ
ば
返
す
。

◆
発
議
第
８
号　
家
族
従

業
者
の
働
き
分
を
認
め
な

い
所
得
税
法
第
56
条
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書

◆
発
議
第
７
号　
米
軍
機

の
危
険
な
低
空
飛
行
訓
練

を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
る

意
見
書

提
出
議
員　

中
川　

尚
毅

賛
成
議
員　

戎
野　

博

質
　
疑　

寺
下
議
員

　
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
に
は
美
波

町
の
上
空
は
含
ま
れ
る
か
。

答
　
弁　
中
川
議
員

　

和
歌
山
県
南
部
を
出
発
四
国

提
出
議
員　

戎
野　

博

賛
成
議
員　

中
川　

尚
毅

●
討
論　

無
し

採
決
結
果

（
賛
成
９
・
反
対
１
）

山
地
経
由
岩
国
に
至
る
か
な
り

幅
が
あ
る
ル
ー
ト
。

◇
修
正
動
議

丸
龍
議
員
が
提
案

　

表
題
の
「
航
空
法
を

守
り
」
を
「
米
軍
機
の
」

に
改
め
、
本
文
の
「
本

町
を
含
む
」
を
削
る
修

正

まぜの丘を低空飛行する米軍機

　

所
得
税
法
（
56
条
）
で
は
、

事
業
主
の
家
族
・
親
族
に
支

払
っ
た
給
与
が
必
要
経
費
と
し

て
認
め
ら
れ
な
い
。
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◆ 各議員の賛否 ◆����������� 議長…－　賛成…○　反対…╳　退席…退

議　員　名

議　案

戎
野　
　

博

北
山　

朝
彦

川
尻　

竹
藏

山
本　

正
男

丸
龍　

孝
敏

舛
田　

邦
人

松
本　

晋
児

岩
瀬　
　

公

向
山　

篤
宏

中
川　

尚
毅

寺
下　

博
子

宮
原　

英
夫

結 果

議案第61号 職員の給与条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ╳ ○ ○ 可 決

議案第63号 水道事業設置条例の一部改正 ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ╳ ○ ○ 可 決

議案第67号 令和元年度　一般会計補正予算 ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ 可 決

請願第10号 家族従業者の所得税法第56条
廃止の請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ − ○ ○ ○ 採 択

発議第８号 家族従業者の所得税法第56条
廃止の意見書 ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ − ○ ○ ○ 可 決

※議案の名称は短縮してあります。

議　　　　案

報告第10号 専決処分(汚染土壌の置換変更契約）の報告

議案第59号 日和佐浦西線排水路改修工事請負契約

※議案の名称は短縮してあります。

第１回臨時会　◆ 各議員の賛否（全会一致の議案）◆

議　　　　案

議案第60号 成年被後見人等の権利関係条例の整備

議案第62号 部落差別撤廃及び人権擁護条例の改正

議案第64号 水道事業職員給与条例の一部改正

議案第65号 認定こども園条例の一部改正

議案第66号 体験活動施設の指定管理者の指定

議案第68号 令和元年度　簡易水道事業補正予算

議案第69号 令和元年度　病院事業会計補正予算

発議第７号 米軍機の危険な飛行訓練中止を求める意見書

※議案の名称は短縮してあります。

第４回定例会　◆ 各議員の賛否（全会一致の議案）◆
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議
長・議
員
の
主
な
活
動
状
況

９
月
26
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会（
寺
込
地
区
）

９
月
27
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会
（
本
町
）

10
月
２
日
～
３
日　
四
国
四
県
町
村
長
、
議

長
大
会
（
宇
多
津
町
）

10
月
５
日　
Ｄ
Ｍ
Ｖ
車
両
３
台
完
成
イ
ベ
ン

ト
（
阿
波
海
南
文
化
村
・
海
の

家
東
洋
町
）

10
月
７
日　
な
く
せ
じ
ん
肺
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
徳
島
実
行
委
員
会

10
月
９
・
10
・
11
・
15
・
17
・
18
・
23
・

24
・
28
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会（
54
号
編
集
）

10
月
16
日　
四
国
地
区
町
村
議
会
議
員
研
修

（
徳
島
市
）　

10
月
18
日　
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促

進
四
国
東
南
部
連
盟
総
会
（
高

知
県
安
芸
市
）

10
月
23
日　
海
部
郡
議
員
研
修
（
海
陽
町
）

10
月
24
日　
全
員
協
議
会

10
月
24
日　
美
波
町
部
落
差
別
撤
廃
・
人
権

擁
護
審
議
会
、
第
３
回
審
議
会

10
月
25
日　
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

促
進
四
国
東
南
部
連
盟（
高
松
市
）

10
月
26
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会（
大
久
保
地
区
）

10
月
27
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会（
弁
才
天
地
区
）

10
月
29
日　
２
０
１
９
秋
の
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン

　

私
は
議
員
と
し
て
、
ま
た
今
は
議
会
を
代
表
す
る

議
長
と
し
て
、
研
修
や
会
合
に
出
席
し
多
く
の
方
々

と
お
話
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
特
に
昨
年

は
、
ケ
ア
ン
ズ
を
訪
問
す
る
貴
重
な
機
会
が
あ
り
、

姉
妹
都
市
50
周
年
と
し
て
の
記
念
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

の
見
学
、
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
外
国
の
生
活
習
慣

や
文
化
な
ど
そ
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
き
た
。

こ
れ
は
数
字
に
は
表
れ
な
い
が
、
私
自
身
が
得
ら
れ

た
も
の
は
多
く
、
私
の
人
生
観
に
大
き
な
影
響
が
あ

っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

人
は
何
事
も
多
く
の
経
験
を
積
み
、
失
敗
を
重
ね

て
懐
の
大
き
な
人
間
と
し
て
成
長
す
る
と
言
わ
れ
て

る
。
来
年
に
は
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

２
０
２
１
関
西
が
開
催
さ
れ
、
美
波
町
に
も
多
く
の

関
係
者
や
選
手
が
訪
れ
る
。
大
会
は
、
数
日
間
で
は

あ
る
が
外
国
人
を
お
も
て
な
し
、
意
思
疎
通
を
図
り

国
際
感
覚
を
少
し
で
も
身
に
付
け
て
今
後
の
人
生
に

生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

多
く
の
経
験
は
人
を
育
て
る

議長の

想い

10
月
29
日　
徳
島
岩
吉
翁
像
除
幕
式

10
月
30
日　
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

11
月
２
日　
未
知
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
阿
南
市
）

11
月
８
日　
海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
連
合
会
（
要

望
活
動
）

11
月
11
日　
臨
時
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

11
月
13
・
14
日　
第
63
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大

会（
東
京
・
名
古
屋
・
兵
庫
県
）

11
月
19
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会
、

総
務
産
業
建
設
委
員
会

11
月
20
・
21
日　
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
促
進
四
国
東
南
部
連
盟（
要
望
活
動
）

11
月
26
日　
議
会
だ
よ
り
報
告
会
（
中
村
町
）

11
月
・
26
・
27
・
28
日　
総
務
産
業
建
設
常
任
委

員
会
視
察
研
修
（
宮
城
県
七
ヶ
浜
町

等
）

◆
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
参
加
報
告

○
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
視
察
（
名
古
屋
市
）

　

当
館
は
、
日
本
が
誇
る
自
動
車
産
業
の
技
術

革
新
の
よ
う
す
と
繊
維
機
械
の
変
遷
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
機
械
化
に
よ
る
日
本
産
業
革
新
に

は
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
あ
り
、
そ
れ
が
成
功

に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

○
兵
庫
県
太
子
町
議
会
棟
視
察

　
　

町
の
庁
舎
と
は
別
棟
に
町
民
に
開
か
れ
た
議

会
と
し
て
建
設
し
て
お
り
、
議
場
は
一
階
に
設

け
、
本
会
議
中
も
外
部
か
ら
ガ
ラ
ス
を
通
し
て

議
会
の
よ
う
す
が
み
る
こ
と
が
出
来
る
構
造
と
な

っ
て
い
る
。
休
会
中
（
８
月
）
は
、
町
民
に
開
放

す
る
な
ど
多
目
的
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

町
民
に
視
点
を
当
て
た
施
設
で
あ
っ
た
。
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町
民
バ
ス
ど
こ
で
も
乗
降

「
ぐ
る
り
ん
こ
」�

（
七
ヶ
浜
町
）

復
興
ま
ち
づ
く
り�

（
松
島
町
）

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
陳
列
台
に�（
大
郷
町
）

宮
城
県
視
察
報
告

　

七
ヶ
浜
町
は
、１
万
８
７
５
９

人
が
住
む
東
北
地
方
で
３
番
目

の
人
口
密
度
の
高
い
町
で
あ

る
。
産
業
別
で
は
70
％
が
第
３

次
産
業
に
従
事
し
、
町
外
へ
の

通
勤
者
が
多
く
昼
夜
人
口
比
が

高
い
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
。

　

町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
こ
」

の
運
行
は
、
朝
・
夕
方
便
と
日

中
便
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
４
系
統

の
計
８
系
統
で
運
行
さ
れ
、
通

勤
・
通
学
等
に
利
用
さ
れ
て
い

　

東
日
本
大
震
災
で
、
松
島
町

は
島
々
が
防
波
堤
と
な
り
津
波

に
よ
る
流
出
家
屋
は
な
か
っ

た
。

　

復
興
事
業
は
、
震
災
前
に
計

画
さ
れ
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
。

復
興
交
付
金
事
業
（
54
件
）
は

約
６
割
が
完
了
し
て
い
る
。

　

今
回
の
研
修
で
は
①
災
害
時

　
「
道
の
駅
お
お
さ
と
」
は
管

理
棟
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
研
修
室
・

歴
史
資
料
館
・
集
合
宿
泊
施
設
、

屋
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
・

貸
農
園
（
50
区
画
）、
体
験
農

園
等
で
多
角
経
営
し
て
い
る
。

　

新
ブ
ラ
ン
ド
開
発
事
業
に
道

の
駅
と
民
間
企
業
が
協
定
を
結

び
関
連
商
品
を
開
発
・
販
売
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
名
護
市
の
「
道
の
駅

許き
ょ

田た

」
と
姉
妹
提
携
を
結
び
、

る
。

　

小
型
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
26
人

乗
り
）
に
よ
り
、平
日
81
便
（
５

台
）、
土
日
祝
日
66
便
（
４
台
）

を
運
行
し
て
い
る
。

　

住
宅
か
ら
半
径
３
０
０
メ
ー

ト
ル
以
内
に
バ
ス
停
を
設
け
、

町
民
の
利
便
性
確
保
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
バ
ス
停
以
外
で

も
乗
降
で
き
る
こ
と
は
美
波
町

で
も
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

相
互
応
援
協
定
は
、
同
時
に
被

害
を
受
け
な
い
地
域
と
結
ぶ
必

要
が
あ
る
。
②
被
害
を
受
け
た

Ｊ
Ｒ
線
や
文
化
財
関
係
に
つ
い

て
は
、
復
興
工
事
の
協
議
に
時

間
が
か
か
っ
た
。
③
復
興
ま
ち

づ
く
り
計
画
は
早
く
作
成
す
る

こ
と
な
ど
が
今
後
の
参
考
と

な
っ
た
。

沖
縄
の
物
産
や
、
珍
し
い
土
産

品
も
販
売
し
て
い
る
。

　
「
道
の
駅
ひ
わ
さ
」
も
販
売

促
進
や
新
企

画
等
に
工
夫

し
て
も
ら
い

た
い
。

町民バス「ぐるりんこ」

道の駅おおさとの店内

総
務
産
業
建
設
委
員
会

〇
目　
的　
公
共
交
通
・
震

災
復
興
・
道
の
駅
の
販
売
促

進
策

〇
日　
程　
令
和
元
年
11
月

26
日
～
28
日
の
３
日
間

〇
場　
所　
宮
城
県

　
（
七
ヶ
浜
町
・
松
島
町
・

大
郷
町
）

〇
参
加
人
数　
７
人

（
丸
龍
・
松
本
・
向
山
・
山
本
・

舛
田
・
川
尻
・
寺
下
）
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丸龍議員
①桜町地区等に津波避難タワーの建設予定は
②防災倉庫に地震自動オープン錠をつけては
③災害ごみの仮置き場は

p11

寺下議員
①水道事業統合の進捗は
②災害時の自助・共助の意識啓発が必要では
③中学生議会の提案への対応は

p12

宮原議員 ①高台整備の事業費、経済効果は
②旅費の返還を求めるべきでないか p13

北山議員 ①健康増進のポイント化で国保税の軽減を
②新漁協に町職員の派遣を p14

戎野議員 ①１号及び２号水路改修での浸水対策、都市計画道路
の早期整備は p15

山本議員 ①日和佐川の洪水対策は万全か
②新年度予算の最重要施策は p16

中川議員 ①プレミアム商品券は低調だが
②社協への委託金、補助金はどうなっているか p17

７人の議員が

町政をチェック
一般質問

（登壇の順で掲載）

スマホで
議会を見よう。
スマートフォン・パソコンで美波
町議会の白熱した議案審議、一
般質問の映像・会議録を見るこ
とができるようになりました。

町のさまざまな課題について議員が町に考えを聞く質問のこと。
議員は年４回開催される定例会において、政策提言も含めて自由に質問をすることができる。
質問と答弁がかみ合うよう事前通告制となっている。

一般質問とは

※一般質問は質問者横のQRコードから動画再生ができる。 視聴には通信料がかかる。注意

①表紙のQRコードを読み取り
②町議会のホームページ
③動画を見る
「町議会インターネット中継」➡詳細
➡「録画配信はこちらから」
➡「令和元年」➡ 12 月➡ 12/3・10・11 ➡動画再生

④会議録を見る
➡詳細➡平成30年度からの会議録➡「令和元年／平成31年」
➡「令和元年」➡令和元年 12 月定例会
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建
設
す
る
計
画
は
な
い

答　弁 1
桜
町
地
区
等
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
予
定
は

丸
がん

龍
りょう

　孝
たか

敏
とし

議員録画配信中

質
　
問

　
高
台
の
計
画
が
進
ん
で
い
る

が
日
和
佐
地
区
厄
除
橋
か
ら
南

側
地
区
（
桜
町
、
弁
財
天
地
区

等
）
に
、
津
波
避
難
ビ
ル
・
津

波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
予
定
は

あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

津
波
避
難
ビ
ル
と
し
て
日
和

佐
公
民
館
、
日
和
佐
地
方
合
同

庁
舎
、
徳
島
県
南
部
総
合
県
民

局
、
町
営
櫛
ケ
谷
住
宅
１
号

棟
・
２
号
棟
の
２
階
以
上
の
計

５
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。
今

後
、
各
指
定
緊
急
避
難
場
所
に

必
要
な
備
蓄
倉
庫
や
備
蓄
品
等

の
拡
充
に
努
め
安
心
し
て
避
難

で
き
る
避
難
場
所
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

地
域
住
民
が
希
望
を
し
て
い
る

津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
、
環
境
が

整
っ
た
の
ち
検
討
し
な
が
ら
、
建

設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
現
在
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を

建
設
す
る
計
画
は
持
っ
て
い
な
い
。

オ
ー
プ
ン
錠
の
設
置
は
自
主
防
災
会
等
と
協
議

す
る

答　弁

各
団
体
等
と
連
携
し
、
必
要
な
面
積
を
確
保
す

る
よ
う
検
討
す
る

答　弁 2
防
災
倉
庫
に
地
震
自
動
オ
ー
プ
ン
錠
を
つ
け
て
は

3
災
害
ご
み
の
仮
置
き
場
は

質
　
問

　
各
地
区
自
治
会
で
防
災
用
具

を
専
用
倉
庫
で
管
理
し
て
い
る

が
防
災
倉
庫
の
鍵
の
預
か
り
手

に
苦
労
し
て
い
る
。
地
震
自
動

オ
ー
プ
ン
錠
の
導
入
予
定
は
あ

る
の
か
。

質
　
問

　
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
、

災
害
ご
み
の
仮
置
き
場
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

一
般
質
問

●
答
弁
　
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

地
震
解
錠
装
置
付
き
の
備
蓄

倉
庫
は
、
震
度
５
弱
の
地
震
が

発
生
し
た
場
合
に
は
自
動
で
解

除
さ
れ
、
鍵
の
心
配
を
す
る
必

要
が
な
い
が
、
倉
庫
本
体
の
金

額
が
高
額
で
、
予
算
的
な
こ
と

も
あ
り
、
今
後
、
自
主
防
災
会

等
と
協
議
し
た
い
。

●
答
弁
　
南
住
民
生
活
課
長

　

美
波
町
災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

を
想
定
し
た
災
害
廃
棄
物
の
発

生
量
は
、
５
５
３
︐
０
７
７
ト

ン
と
予
想
さ
れ
、
推
計
で
は
、

１
６
５
︐
０
０
０
㎡
の
面
積
が

必
要
。
町
内
の
町
有
地
４
カ
所

（
１
７
︐
０
０
６
㎡
）
を
指
定

し
て
い
る
が
、
１
４
８
︐
０
０

０
㎡
不
足
し
て
い
る
。
不
足
分

は
、
国
・
県
・
各
種
企
業
、
団

体
等
と
交
渉
し
、
連
携
協
定
を

締
結
し
、
必
要
な
面
積
を
確
保

す
る
よ
う
検
討
を
し
た
い
。

災害ごみ仮置き場（日和佐総合体育館駐車場）
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住
民
に
不
安
や
混
乱
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
た

い

答　弁 1
水
道
事
業
統
合
の
進
捗
は

寺
てら

下
した

　博
ひろ

子
こ

議員録画配信中

質
　
問

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
の
水
道

事
業
統
合
協
議
の
現
況
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

●
答
弁
　
住
田
水
道
課
長

　

認
可
は
、
厚
労
省
認
可
が
必

要
。
書
類
が
整
っ
た
も
の
か
ら

事
前
協
議
を
し
て
い
る
。
会
計

は
、
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す

る
た
め
簡
易
水
道
の
打
ち
切
り

決
算
と
開
始
予
算
の
準
備
作
業

を
行
っ
て
い
る
。
例
規
は
、
調

整
が
で
き
た
条
例
案
か
ら
順
次

上
程
し
て
い
る
。
水
道
料
金
は
、

９
月
に
水
道
事
業
運
営
審
議
会

に
諮
問
し
て
い
る
。

質
　
問

　
将
来
的
な
維
持
管
理
計
画
と

予
算
の
確
保
は
。

●
答
弁
　
住
田
水
道
課
長

　

町
水
道
事
業
経
営
戦
略
で
老

朽
管
更
新
と
耐
震
化
に
毎
年
１

億
３
千
万
円
の
設
備
投
資
が

必
要
と
な
る
。
今
後
は
、
投

資
的
財
源
確
保
に
努
め
、
優

先
的
・
計
画
的
に
更
新
す
る
。

質
　
問

　
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。

●
答
弁
　
住
田
水
道
課
長

　

軽
微
な
変
更
で
も
混
乱
の
な

い
よ
う
に
事
前
に
広
報
・
チ
ラ

避
難
訓
練
の
課
題
は
、
自
主
防
災
会
連
合
会
で
、

検
証
等
を
し
た
い

答　弁 2
災
害
時
の
自
助
・
共
助
の
意
識
啓
発
が
必
要

で
は

質
　
問

　
11
月
９
日
の
町
内
一
斉
避
難

訓
練
の
参
加
者
数
、
挙
げ
ら
れ

た
課
題
は
。

●
答
弁
　
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

参
加
者
は
、
町
内
全
体
で
、

９
５
６
人
。
由
岐
地
区
が
４
５

７
人
、
日
和
佐
地
区
が
４
９
９

人
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

今
後
、
自
主
防
災
会
連
合
会

で
、
訓
練
の
方
法
等
を
協
議
す

る
。質

　
問

　
防
災
士
の
活
動
強
化
の
検
討

は
。

●
答
弁
　
近
藤
消
防
防
災
課
長

　

美
波
町
内
の
防
災
士
登
録
者

は
48
人
。
防
災
士
に
活
動
協
力

は
願
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
防

災
士
育
成
の
支
援
等
も
し
て
い

な
い
。
今
後
は
、
自
主
防
災
会

と
防
災
士
が
連
携
し
防
災
活
動

の
強
化
や
地
域
の
自
助
、
共
助

の
意
識
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

質
　
問

　
危
機
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

現
況
は
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

今
年
３
月
に
職
員
の
初
動
対

応
訓
練
を
実
施
し
、
以
降
２
回

の
会
合
を
開
催
。
今
後
も
、
状

況
の
変
化
に
も
対
応
し
た
減
災

対
策
の
取
り
組
み
を
進
め
、
確

実
性
の
あ
る
行
動
が
取
れ
る
よ

う
な
体
制
に
し
た
い
。

3
中
学
生
議
会
の
提
案

へ
の
対
応
は
。

提
案
の
「
お
祭
り
体
験

セ
ッ
ト
」
等
新
た
な
商

品
化
も
実
現
に
向
け
て

調
整
し
た
い
。

答　弁の
質
問
が
あ
っ
た
。

シ
・
Ｈ
Ｐ
で
周
知
し
、
ま
た
重

要
な
変
更
は
、
事
前
に
説
明
会

を
開
催
し
、
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
た
い
。

質
　
問

　
伊
座
利
、
阿
部
の
簡
易
水
道

へ
の
影
響
は
。

●
答
弁
　
住
田
水
道
課
長

　

美
波
町
簡
易
水
道
事
業
と
し

て
継
続
す
る
。
水
道
事
業
全
体

が
隔
た
り
の
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
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約
40
億
円
、
経
済
効
果
は
求
め
な
い

答　弁 1
高
台
整
備
の
事
業
費
、
経
済
効
果
は

宮
みや

原
はら

　英
ひで

夫
お

議員録画配信中

質
　
問

　
日
和
佐
地
区
高
台
整
備
事
業

は
、
説
明
資
料
に
誤
り
が
あ
っ

た
り
、
整
備
を
進
め
る
根
拠
も

あ
や
ふ
や
。
平
成
30
年
度
以
降

説
明
会
も
開
催
な
し
。
ほ
と
ん

ど
の
町
民
が
知
ら
な
い
。
全
町

的
に
事
業
を
正
確
に
広
報
す
る

べ
き
で
な
い
か
。

●
答
弁
　
鶴
木
建
設
課
長

　

地
元
説
明
会
で
意
見
交
換
を

行
い
、「
広
報
み
な
み
」
11
月

号
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
。
詳
細
設
計
が
で
き
れ
ば
広

報
す
る
。

質
　
問

　
現
在
、
用
地
取
得
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
平
成
29
年
５
月

以
降
広
報
さ
れ
て
い
な
い
。「
広

報
み
な
み
」
で
の
高
台
工
事
２
．

９
ha
は
計
画
全
体
の
面
積
で
な

く
誤
解
を
与
え
る
。
関
心
の
高

い
事
業
費
、
財
源
内
訳
、
経
済

効
果
は
。

●
答
弁
　
鶴
木
建
設
課
長

　

基
本
設
計
に
よ
る
短
期
整

備
の
概
算
事
業
費
は
約
40
億

円
、
国
費
等
を
除
く
町
費
で
約

２
．
５
億
円
。
今
後
詳
細
設

議
員
派
遣
に
違
法
性
は
な
い

答　弁 2
旅
費
の
返
還
を
求
め
る
べ
き
で
な
い
か

質
　
問

　
監
査
委
員
が
「
認
め
ら
れ
な

い
」
と
し
た
広
報
東
京
研
修
２

日
目
の
旅
費
は
、
議
会
の
議
決

な
く
期
間
等
の
変
更
が
さ
れ
、

町
議
会
会
議
規
則
に
違
反
し
て

い
る
。
旅
費
の
返
還
を
求
め
る

べ
き
で
な
い
か
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

旅
費
の
支
給
は
出
張
命
令
簿

が
あ
り
、
違
法
性
は
な
い
。
監

査
委
員
は
、「
旅
費
の
支
出
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
の
指
摘
で

あ
っ
た
が
、
会
計
管
理
者
は
支

出
を
認
め
て
お
り
、
問
題
が
な

く
再
議
に
付
す
必
要
が
な
か
っ

た
。

質
　
問

　
議
長
が
「
緊
急
の
場
合
に
は

派
遣
を
許
可
で
き
る
」
と
の
規

定
が
あ
る
が
、
こ
の
研
修
は
本

会
議
で
派
遣
の
変
更
を
議
決
す

る
こ
と
が
で
き
、
緊
急
で
は
な

い
。
議
長
の
口
頭
許
可
は
論
外
。

規
則
等
に
違
反
し
て
い
る
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

28
年
３
月
の
議
員
派
遣
の
議

決
の
付
記
文
で
、「
緊
急
を
要

す
る
場
合
以
外
に
も
議
長
が
決

め
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、

違
法
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

質
　
問

　
こ
の
議
決
で
「
議
長
に
一
任

す
る
」
と
付
記
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
行
政
実
例
で
は
、

「
派
遣
期
間
の
変
更
に
当
た
っ

て
は
、議
会
の
議
決
を
要
す
る
」

と
解
説
。
付
記
文
は
、
地
方
自

治
法
・
規
則
等
に
違
反
し
、
無

効
で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員
の
派
遣

町
議
会
会
議
規
則
第

１
２
４
条
第
１
項

　

法
第
１
０
０
条
第
13
項

の
規
定
に
よ
り
議
員
を
派

遣
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
議
会
の
議
決
で
こ
れ

を
決
定
す
る
。
た
だ
し
、

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、

議
長
に
お
い
て
議
員
の
派

遣
を
決
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

計
に
よ
り
精
査
し
た
い
。
約
２
．

９
ha
内
訳
は
防
災
公
園
２
．
５

ha
、
こ
ど
も
園
０
．
５
ha
。
買

収
予
定
総
面
積
は
11
．
５
ha
。

　

経
済
効
果
を
求
め
る
も
の
で

な
く
、
地
震
に
備
え
る
も
の
。
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特
典
付
き
の
「
と
く
し
ま
健
康
ポ
イ
ン
ト
」
事

業
に
参
加
す
る

答　弁 1
健
康
増
進
の
ポ
イ
ン
ト
化
で
国
保
税
の
軽
減
を

北
きた

山
やま

　朝
あさ

彦
ひこ

議員録画配信中

質
　
問

　
美
波
町
が
実
施
し
て
い
る
、

徳
島
新
聞
掲
載
の
「
歩
行
距
離

で
ポ
イ
ン
ト
、
防
災
用
品
と
交

換
」
の
取
り
組
み
や
、
某
保
険

会
社
の
運
動
目
標
を
ポ
イ
ン
ト

化
し
、
保
険
料
が
減
額
さ
れ
る

商
品
な
ど
健
康
増
進
志
向
や
健

康
意
識
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

取
り
組
み
が
動
き
出
し
て
い
る
。

　
一
方
町
民
か
ら
は
、
国
民
健

康
保
険
事
業
の
保
険
税
が
高
い

と
の
意
見
が
あ
る
。
そ
こ
で
健

康
増
進
施
策
等
を
ポ
イ
ン
ト
化

し
て
、
累
計
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ

て
国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
す

る
施
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
ま
た
、
個
人
的
に
保
険
税
は

軽
減
で
き
な
い
根
拠
は
。

●
答
弁
　
井
上
健
康
増
進
課
長

　

国
は
平
成
28

年
度
か
ら
、
医

療
費
適
正
化
や

健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
自
治

体
へ
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
（
動

機
付
け
）
制
度

で
、
国
保
事
業

に
保
険
者
努
力

支
援
制
度
が
創

設
さ
れ
た
。
ま

た
、
県
が
令
和

町
の
支
援
策
の
一
項
目
と
し
て
協
議
す
る

答　弁 2
新
漁
協
に
町
職
員
の
派
遣
を

質
　
問

　
志
和
岐
・
西
由
岐
・
東
由
岐

３
漁
協
合
併
協
議
で
、
合
併
後

の
新
漁
協
計
画
策
定
作
業
で
は

行
政
の
支
援
は
不
可
欠
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
島
村
産
業
振
興
課
長

　

漁
協
合
併
の
支
援
に
は
、
国
、

県
、
町
、
系
統
団
体
と
い
く
つ

か
の
補
助
事
業
が
あ
る
。
今
後
、

合
併
協
議
が
進
む
中
で
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
面
で
支
援
す
べ
き

内
容
が
判
明
し
て
く
れ
ば
合
併

実
現
に
向
け
支
援
し
て
い
く
。

質
　
問

　
先
日
、
補
助
事
業
を
駆
使
し

て
漁
業
経
営
安
定
に
努
力
し
て

い
る
漁
協
を
視
察
。
国
の
補
助

事
業
申
請
業
務
等
に
は
優
秀
な

職
員
の
雇
用
が
不
可
欠
だ
が
、

職
員
募
集
し
て
も
応
募
者
が
無

く
優
秀
な
人
材
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
合
併
成
立

後
に
新
漁
協
の
経
営
安
定
に

向
け
、
期
間
限
定
で
町
の
職
員

を
派
遣
で
き
な
い
か
。
こ
れ
は
、

美
波
町
の
基
幹
産
業
振
興
へ
の

人
材
育
成
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
町
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

町
職
員
の
派
遣
は
、
今
後
合

併
協
議
の
中
で
検
討
し
て
い
く

項
目
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
。

　

３
漁
協
の
組
合
長
と
、
町
と

し
て
必
要
な
支
援
策
を
考
え
る

時
期
が
来
た
ら
そ
の
時
に
合
わ

せ
て
協
議
す
る
。

２
年
度
か
ら
「
と
く
し
ま
健
康

ポ
イ
ン
ト
」
事
業
で
、
体
重
や

血
圧
等
の
健
康
情
報
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
歩
数
、
健
康
診
断
等

の
受
診
な
ど
各
種
取
り
組
み
で

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
、
協
賛
店

の
サ
ー
ビ
ス
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

応
募
で
き
る
事
業
を
開
始
、
美

波
町
も
参
加
す
る
。

●
答
弁
　
別
宮
税
務
課
長

　

保
険
料
の
個
人
的
な
軽
減
が

で
き
な
い
の
で
は
な
く
、
県
内

で
事
例
が
な
い
の
が
事
実
。期間中に健康ポイントが 2,000pt に達すると徳島県産品

等が当たる抽選に応募できます。

先行配信される健康アプリ
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浸
水
は
改
善
で
き
な
い
が
、
逆
流
は
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
、
排
水
ポ
ン
プ
等
で
対
応

答　弁 1
１
号
及
び
２
号
水
路
改
修
で
の
浸
水
対
策
、

都
市
計
画
道
路
の
早
期
整
備
は

戎
えびすの

野　　博
ひろし

議員録画配信中

質
　
問

　
１
号
水
路
改
修
に
お
い
て
今

回
、
第
４
分
割
工
事
50
ｍ
（
亀

谷
建
設
、請
負
５
６
６
５
万
円
）

が
オ
ー
プ
ン
シ
ー
ル
ド
工
法
に

よ
り
行
わ
れ
る
が
、
現
況
の
管

渠
排
水
能
力
が
改
善
さ
れ
る
の

か
。
特
に
避
難
路
と
し
て
利
用

さ
れ
る
小
学
校
入
口
付
近
で
の

浸
水
は
改
善
さ
れ
る
の
か
。

　
１
号
用
水
下
流
域
は
管
更
生

工
法
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り

排
水
能
力
が
下
が
っ
て
い
る
。

上
流
よ
り
の
流
入
オ
ー
バ
ー
に

よ
り
、
あ
ふ
れ
浸
水
の
お
そ
れ

は
な
い
の
か
。

　
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
等
だ
け
で

対
処
で
き
る
の
か
。

●
答
弁
　
鶴
木
建
設
課
長

　

避
難
路
の
確
保
を
最
優
先
課

題
と
し
て
、
都
市
計
画
道
路
の

日
和
佐
浦
西
線
の
道
路
下
排
水

路
（
１
号
用
水
）
の
耐
震
改
修

工
事
と
道
路
拡
幅
を
進
め
て
い

る
。

　

１
号
水
路
管
渠
断
面
は
計
画

降
水
量
を
満
足
し
た
断
面
で
、

耐
震
化
工
事
を
11
月
に
発
注
し

て
進
め
て
い
る
が
本
水
路
は
高

潮
等
の
影
響
を
受
け
る
た
め
浸

水
状
況
は
改
善
さ
れ
な
い
。

　

今
後
、
県
と
連
携
し
逆
流
防

止
対
策
及
び
雨
水
ポ
ン
プ
等
の

多
重
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

豪
雨
時
、
高
潮
が
重
な
る
と
き

の
河
川
か
ら
の
逆
流
・
侵
入
対

策
は
県
の
防
潮
堤
整
備
に
合
わ

せ
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
等
を
設
置

す
る
予
定
。

質
　
問

　
２
号
用
水
路
の
改
修
は
管
更

生
法
工
法
だ
と
断
面
積
が
狭
く

な
る
の
で
谷
屋
裏
か
ら
東
町
へ

の
浸
水
が
心
配
さ
れ
る
が
、

そ
の
改
修
工
事
で
浸
水
が

改
善
さ
れ
る
の
か
。

　
山
王
谷
か
ら
の
洪
水
を

２
号
用
水
だ
け
で
排
水
す

る
に
は
限
界
が
あ
る
。

　
都
市
計
画
道
路
日
和

佐
浦
東
線
の
早
期
建
設

に
取
り
組
み
、
拡
幅
さ

れ
た
道
路
下
に
山
王
谷

か
ら
の
用
水
を
県
道
で

分
流
さ
せ
、
浸
水
に
対

処
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
河
川
排
水
口
付
近
に
排
水
ポ

ン
プ
を
設
置
し
て
、
集
中
豪
雨

時
に
ポ
ン
プ
排
水
に
よ
り
浸
水

を
防
ぐ
取
り
組
み
を
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

●
答
弁
　
鶴
木
建
設
課
長

　

２
号
水
路

の
改
修
基
本

設
計
で
は
既

存
の
排
水
路

を
活
か
し
た

更
生
工
法
と

一
部
現
場
拡

幅
に
よ
り
整

備
す
る
。

　

谷
屋
裏
付
近
の
浸
水
被
害
に

つ
い
て
は
排
水
能
力
不
足
で
あ

る
た
め
、
断
面
を
広
げ
排
水
能

力
を
向
上
さ
せ
、
適
切
な
整
備

を
す
す
め
る
。

　

日
和
佐
浦
東
線
及
び
西
線
の

都
市
計
画
道
路
は
幅
員
を
６
ｍ

に
見
直
し
て
お
り
、
東
線
に
つ

い
て
も
公
共
下
水
道
汚
水
管
や

雨
水
排
水
路
の
整
備
、
老
朽
家

屋
除
却
事
業
等
と
の
連
携
を
図

り
整
備
を
す
す
め
る
。

　

２
号
水
路
の
浸
水
対
策
に
つ

い
て
は
詳
細
設
計
時
に
分
流
な

ど
も
考
慮
し
な
が
ら
計
画
す
る
。

排
水
ポ
ン
プ
設
置
は
防
潮
堤
・

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
整
備
と
合
わ

せ
検
討
し
た
い
。

弘法寺横、改修予定の１号水路

谷屋裏、２号水路から度々浸水
する東町・日和佐浦地区
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新
年
度
予
算
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
予
算
を
計
上

す
る

答　弁 1
日
和
佐
川
の
洪
水
対
策
は
万
全
か

山
やま

本
もと

　正
まさ

男
お

議員録画配信中

質
　
問

　
日
和
佐
川
の
洪
水
対
策
は
大

丈
夫
か
。
県
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
公
表
を
受
け
て
、
住
民
及
び

流
域
住
民
に
対
し
町
は
い
つ
提

示
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
住

民
か
ら
指
摘
も
あ
る
旧
水
産
試

験
場
前
の
通
称
「
小
浜
」
の
堆

積
し
て
い
る
砂
の
撤
去
・
均
し

は
、
以
前
の
浜
に
戻
す
復
元
と

減
災
対
策
の
立
場
か
ら
関
係
機

関
に
声
を
上
げ
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

●
答
弁
　
鶴
木
建
設
課
長

　

防
潮
堤
の
整
備
や
洪
水
を

安
全
に
流
す
川
床
掘

削
の
対
策
は
、
河
口

付
近
か
ら
厄
除
橋
ま

で
の
区
間
を
進
め
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

小
浜
一
帯
の
砂
の
撤

去
・
均
し
は
、
国
指

定
の
「
う
み
が
め
の

産
卵
地
」
に
該
当
し
、

県
は
現
況
変
更
等
の

許
可
が
得
ら
れ
れ
ば

減
災
効
果
に
つ
い

て
研
究
を
行
う
。
町

は
県
と
と
も
に
協
議
、

調
整
に
努
め
て
行
く
。

●
答
弁
　
近
藤
消
防

防
災
課
長

　

日
和
佐
川
を
含
む

地
方
創
生
等
５
項
目
を
次
年
度
の
重
要
項
目
と

す
る

答　弁 2
新
年
度
予
算
の
最
重
要
施
策
は

質
　
問

　
予
算
編
成
で
、
何
を
最
重

要
施
策
と
す
る
の
か
。
人

口
減
等
の
課
題
は
、
未
来

へ
の
投
資
と
い
う
こ
と
で

子
育
て
支
援
等
の
新
た
な

支
援
策
や
、
現
施
策
の
充

実
等
は
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

施
策
は
予
算
額
の
大
小

そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
沿
っ
た

全
て
の
施
策
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
子
育
て
施
策

で
も
、
事
業
費
の
増
額
や

新
た
な
取
り
組
み
を
各
課

と
協
議
を
進
め
先
進
地
事

例
な
ど
も
踏
ま
え
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
事
業
に
取

り
組
む
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

令
和
元
年
度
事
業
の
地
方
創

生
、
防
災
減
災
、
農
林
水
産
等
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
、

子
育
て
支
援
の
５
項
目
を
重
要

項
目
と
し
て
次
年
度
も
大
き
く

内
容
は
変
わ
ら
な
い
が
確
実
に

進
め
て
い
き
た
い
。
由
岐
病
院

の
解
体
工
事
に
係
る
設
計
の
予

算
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
の

準
備
、
に
ぎ
や
か
そ
を
発
信
し

美
波
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

る
こ
と
、
持
続
可
能
な
社
会
を

目
指
す
国
土
交
通
省
が
進
め
て

い
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
構
想
」
や

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」
に

積
極
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

徳
島
県
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
る
。
新
年
度
予
算
で
、
新
し

い
洪
水
浸
水
想
定
に
基
づ
く
、

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
製

し
早
い
時
期
に
住
民
に
配
布
し

た
い
。

日和佐川周辺の市街地
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委
託
金
は
出
来
高
払
い
、
補
助
金
は
人
件
費

答　弁

個
別
通
知
な
ど
に
務
め
る

答　弁 1
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
低
調
だ
が

2
社
協
へ
の
委
託
金
、
補
助
金
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か

中
なか

川
がわ

　尚
なお

毅
き

議員録画配信中

質
　
問

　
消
費
税
が
10
％
に
増
税
さ
れ

て
２
ヵ
月
た
っ
た
。
新
聞
に
よ

る
と
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
申

請
状
況
は
、
県
平
均
で
22
％
、

美
波
町
16
％
、
牟
岐
町
33
％
で

あ
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

申
請
状
況
は
牟
岐
町
の
半
分
程

度
と
非
常
に
低
調
で
あ
る
が
、

そ
の
原
因
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

　
ま
た
、
そ
の
対
策
は
ど
う
す

る
の
か
。

●
答
弁
　
大
三
福
祉
課
長

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

い
、
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯

の
消
費
に
与
え
る
影
響
緩
和
対

策
と
、
地
域
の
消
費
を
下
支
え

す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
、
低
所
得
者
分
は
対
象

者
２
０
７
３
人
の
う
ち
４
６
７

人
が
申
請
し
、
商
品
券
の
販
売

率
は
16
．
５
％
。

　

子
育
て
世
帯
分
は
対
象
者
１

０
９
人
、
販
売
率
は
22
．
６
％
。

　

住
民
の
利
便
を
考
え
て
、
申

請
期
間
を
２
月
21
日
ま
で
、
使

用
期
間
を
３
月
31
日
ま
で
と
県

内
で
最
長
に
し
て
い
る
。　
　

　

現
在
、
購
入
し
て
い
る
人
も
、

２
万
円
全
額
で
な
く
小
口
で
購

入
し
て
い
る
よ
う
で
、
個
人
の

考
え
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

広
報
み
な
み
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
が
、

今
後
、
個
別
通
知
な
ど
に
も
努

め
る
。

質
　
問

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
福
祉

事
業
を
行
う
団
体
で
、
法
で
定

め
ら
れ
た
公
的
な
団
体
で
あ
る
。

社
協
へ
支
出
さ
れ
る
町
か
ら
の

委
託
金
、
補
助
金
は
、
30
年
度

決
算
で
は
約
１
億
円
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
運
用
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
と
く
に
、
３
月
議
会
で
質
問

し
た
日
和
佐
地
区
で
の
土
日
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
社

協
は
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
土
日
も

で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁
　
大
三
福
祉
課
長

　

社
協
か
ら
出
さ
れ
た
年
間
の

事
業
計
画
を
査
定
し
て
補
助
金
、

委
託
金
を
当
初
予
算
に
反
映
し

て
い
る
。
委
託
金
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
、
介

護
予
防
及
び
地
域
支
え
あ
い
事

業
、
児
童
館
運
営
事
業
、
地
域

子
育
て
拠
点
事
業
な
ど
、
契
約

し
た
事
業
の
実
績
を
毎
月
審
査

し
て
支
払
っ
て
い
る
。
補
助
金

は
、
法
人
運
営
費
、
介
護
予
防

総
合
事
業
費
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
費
と
し
て
出
し

て
い
る
。

　

日
和
佐
地
区
の
土
日
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
東
紅
会
が

行
う
。
東
紅
会
で
は
配
食
サ
ー

ビ
ス
は
初
め
て
の
事
業
で
あ
り
、

事
業
全
部
を
う
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
社
会
貢
献
に
な
る
な

ら
ば
と
、
土
日
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
社
協
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
竜
宮
は
、
平
日
の
み
開
所

し
て
お
り
、
土
日
は
職
員
が
い

な
い
の
で
食
事
の
提
供
、
配
送

と
も
で
き
な
い
。
平
日
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
は
、
引
き
続
き
社
協

に
委
託
し
て
い
き
た
い
。

●
答
弁
　
島
村
産
業
振
興
課
長

　

町
外
の
大
型
店
で
買
い
物
を

す
る
人
が
多
く
い
る
こ
と
は

知
っ
て
い
る
。
今
後
、
町
内
で

買
い
物
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
た
い
。
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質問議員・質問内容 答　弁 現状と質問者の想い

寺
下

・小・中学校の教育現
場の状況は。

・児童生徒の学ぶ権利
が十分保証されるよう
取り組んでいきたい。 ➡

・年齢に応じた学習の機会が
失われることのないよう、ま
た、虐待が見逃されることの
ないよう取り組んでいる。

宮
原

・高台整備をどのよう
に説明してきたのか。
・事業計画とその効果
を示す時ではないか。

・30 年度は説明会等
を開催していない。
・詳細設計が整えば紹
介する

➡ ・町民に説明し、理解を得る
姿勢がない。積極的な広報を
求めていく。

北
山

・特定空家個別事案
の進捗状況は。

・特定空家認定に向け、
相談をかけ状況を見て
いる。 ➡

・１件について、立ち入り調
査を実施。１月 15 日の特定
空家対策審議部会で特定空家
に認定された。

戎
野

・えびす避難タワーの
雨水侵入対策を。

・不具合が生じた場合
は自主防災会と協議し
ながら改善策を検討し
たい。

➡ ・自主防災会とは、まだ協議
が出来ていないが風雨時に現
地調査をする。早く改善を。

山
本

・働き方改革の取り組
みは。

・事務効率の向上を図
り、時間外勤務の抑制
に取り組む。 ➡ ・「思うような成果が出ていな

い」というが、常に意識をもっ
て取り組んで欲しい。

中
川

・新任用制度でどう変
わる。

・休暇等は正規職員に
準じる。 ➡

・規則を作り、パート職員に
も期末手当を正規職員と同様
に支給する。（年間10万円増）
まだ格差は大きい。

「あの答弁、ほのあとどないなっとん !?」

〈９月定例会一般質問より〉



19

美波町議会だより 第55号

議会だより報告会

住民出席者５人
議会出席者５人（広報委員全員）

令和元年 10月 26日㈯
19：00〜 21：00

大久保町内会（場所：大久保集会所）

出席者からの意見・質問 対応・回答

○地震・大津波災害時の問題点。
1大久保団地が耐震構造になっている

か。
2地震で宝木橋は大丈夫か。また、豪

雨災害で日和佐川の堤防は大丈夫
か？

　河川監視等をテレビで見えないか。

1新耐震基準で建築されている。� （住民生活課）

2宝木橋は、耐震補強済み。現在、ひび割れ等の修
繕工事中。堤防は、徳島県へ「豪雨災害の想定基準
の見直し」や安全管理・耐震対策の要望を行ってい
る。� （建設課）

河川監視のライブカメラを日和佐川の永田橋付近と北
河内谷川の宝

ぼう
谷
たに

橋
ばし

付近に設置している。映像は、海部
郡地域イントラネットの中で視聴できるが、夜間はでき
ない。� （消防防災課）

○団地周辺整備の問題点。
1団地各戸に１台の駐車場はあるが、

周辺で家族の駐車場も確保してもら
いたい。

2周辺道路に早朝野球等で駐車をして
いるので、事故しないか心配。

1２台目からは、民間等の駐車場を探してもらいた
い。� （美波町）

2使用団体等に、駐車マナーを守るように伝える。
� （教育委員会）

〇汽車の便数が少なくなり不便。 JRには県を通じ増便を要望しているが難しい。
� （総務課）

〇団地建物の雨漏りは応急対応をして
くれるが抜本的な対策を望む。 生活に支障のないように管理していく。� （住民生活課）
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住民出席者７人
議会出席者４人（広報委員）

令和元年 11月 26日㈫
19：00〜 21：00

中村町町内会（場所：中村町町民館）

出席者からの意見・質問 対応・回答

○美波病院は健全運
営できているか。

美波病院開設後、毎
年一般会計より繰入
金 が 補 填 さ れてい
る。健全運営できる
よう鋭意努力してい
く。� （美波病院）

〇日和佐港で係留さ
れ て い る 廃 船 等
が、津波災害時に
漂流する可能性が
あるので対策を講
じられないか。

徳島県（管理者）に
対策等を要望した。
� （建設課）

〇公共下水道の進捗
状況は。

令和元年度に詳細設
計を終え、２年度に
本町地区から工事予
定。着手前には対象
地域で説明会を開催
予定。� （建設課）

○高齢化により側溝
の 掃 除 が で き な
い。何か対策を講
じられないか。

当 課 に 相 談 願 い た
い。� （住民生活課）

○プレミアム商品券
の消費状況を住民
に知らせてもらい
たい。

広報みなみ２月号で
「 商品 券 使 用 換 金
率」を掲載する。
� （福祉課）

議会だより報告会

弁財天町内会（場所：日和佐中央公民館）

出席者からの意見・質問 対応・回答

○竜宮公園等多くの
住民の集う場所の
公衆トイレの洋式
化と障がい者トイ
レの設置を。

竜宮公園には、２カ
所に障がい者用公衆
トイレがあり、付近
の日和佐総合体育館
も開館時は利用でき
る。
各地区公民館も順次
洋 式 ト イ レ 化 し た
い。� （公民館）

〇台風等自然災害時
に 、 満 潮 時 間 等
色々な情報を町内
放送してもらいた
い。

大雨警報等発令時の
町内放送で、満潮時
刻を通知している。
本年度整備の防災ア
プリでも各種情報を
周知していく。
� （消防防災課）

〇嵐橋の請願後の経
過 を 説 明 さ れ た
い。

嵐橋は、改良策や安
全対策等を技術・費
用面等を考察し検討
する。� （建設課）

住民出席者３人
議会出席者４人（広報委員）

令和元年 10月 27日㈰
19：00〜 21：00
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「議会だより報告会」町内一巡
平成 30年９月 23日～令和元年 11月 26日

　皆さんには、「議会だより報告会」に参加いただき、貴重なご意見や会場設営等ご協力いた
だきましたことに感謝申し上げます。
　報告会は、木岐町内会から中村町町内会まで２年間で27会場、延べ241人の皆さんに参加を
いただきました。報告会で出されたご意見と、町担当課などの回答を議会だよりに掲載すると
ともに、一般質問でも取り上げてきました。
　今後も、皆さんと膝を突き合わせた報告会を続けますが、より多くのご意見がいただけるよ
うな新たな取り組みも始めます。今後とも議会広報活動へのご協力をよろしくお願い申し上げ
ます。� 議会広報特別委員会

報告会で出された主な意見と回答など
意見・質問 対応・回答

水道がない所への対応は 谷水等の利用への助成制度が充実されている。

美波病院の経営改善は 昨年４月から地域包括ケア病床（10床）を開
設し、改善に努めている。

町長への手紙、メールに返事がない 返信漏れがないように努める。

高齢者の交通手段を考えてもらいたい。 タクシー助成金制度の改善を行った。

各地域から、「テレビ中継で行政情報を
発信してもらいたい」との意見。

アンケートを採ると掲載してきたが、その後
異論があり議長に止められた。

議会報告会を開催してもらいたい。 副議長が開催方法等を提案したが、議会の同
意が得られていない。

介護保険料が高くて重荷になっている。 介護保険基準額は９年間据え置き、県下でも
下位にある。

病院連絡バスの停留所を増やしてもらい
たい。 病院連絡バスを二系統にし、充実を図った。

廃屋の撤去が進んでいない。町が解体す
べきでないか。

１月 15 日の特定空家対策審議部会で１件の
特定空家が認定された。
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印刷／米崎印刷株式会社　TEL（0884）22−2247

● 議会広報特別委員会 ●
〈委員長〉北山朝彦　〈副委員長〉戎野　博
〈委　員〉宮原英夫　中川尚毅　山本正男

お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630
徳島県海部郡美波町奥河内字本村18番地１
E-mail：gikai@minami.i-tokushima.jp

「百聞は一見に如
し

かず」

　「議会だより」は、議会活動や町行政の取り組みを住民の皆様にお伝えし

ています。

　「読まれる議会だより」を心がけて編集していますが、会議録を要約し、掲

載しているため、理解しにくいところがあります。

　町議会を傍聴されると、議場での議員の議論の様子や町の答弁が見られ、

実態が良くわかります。「まちづくり」には、住民が町や議会の活動を知るこ

とが第一歩と考えます。本会議は、公開で誰でも自由に傍聴できます。

　ぜひ一度、議会の傍聴に参加してください。� 委員　宮原　英夫

編集後記

＆我 が 家 物私 の 宝

東由岐　　濵　　福正さん（85歳）

騎兵用サーベル
太平洋戦争の初期、次兄の出征に際し、父親が
買い与えたもの。県教育委員会の許可書もある。
作者は藤原祐定で、刀剣の書籍にも載っている。

モアイ像２個
南米チリのバルパライソ港（サンチアゴの近く）
で、同じ船の韓国人乗組員から記念にもらった。
当時チリからオランダなどに果物を冷凍船で輸
送していた。

ダチョウの卵
南アフリカ共和国の南東方に在るダーバン港へ
鉱石を積みに入港した際２個買った。１個は由
岐小学校へ寄贈。

弓矢
日米戦争で知られる、パプアニューギニアの
ブーゲンビル島から日本へ、銅精鉱を積みに入
出港していた頃、原住民が使用する弓矢として
もらった。

＊自宅は、津波が来て全て消失する事が
予想されるので、記録としても撮影し
てもらいました。


